
地区別事業概要

かきばら農業競争力強化農地整備事業
事 業 名 農地整備事業 地区名 柿原

あ わ ら し

関係市町村 福井県あわら市 事業主体 福井県

事業目的
本地区は、福井県あわら市の北部に位置し、北潟湖に近く観音川流域に広がる農

業地帯であり、水稲を中心として営農が展開されている。

本地区の農地は、昭和48年に整備されているが、区画は10a～30ａと小さく、農

道も狭小であることから、大型機械導入の妨げとなっている。また、用排水路の老

朽化が著しく水管理や維持管理に多大な労力を費やしているとともに、漏水等によ

り、農業用水の確保に支障が生じるなど営農に支障をきたしている。

このため、本事業により区画整理による大区画化や農道、用排水、暗渠排水を整

備することで生産性の高い優良農地を確保するとともに、農業の生産性の向上を図

り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

64ha 148戸 1,911百万円 平成30～35年度

主要工事 区画整理 51ha

農業用用排水 0.6km

暗渠排水工 6ha

関連事業 なし

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

百万円 百万円
2,630 2,166 1.21 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：柿原地区土地改良事業計画概要書（福井県農村振興課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化農地整備事業（農地整備事業）　柿原地区







地区別事業概要

農業競争力強化農地整備事業 たなかみ

事 業 名 農地整備事業 地区名 田上

お お つ し

関係市町村 滋賀県大津市 事業主体 滋賀県

事業目的
本地区は、滋賀県大津市の南東に位置し、大戸川左岸流域の低平地に広がる農業

地帯であり、水稲を中心とし大豆、小麦等を組み合わせた営農が展開されている。
本地区の農地は、未整備区域であり、区画は10a未満と小さく、農道も狭小であ

り、湾曲していることから、大型機械導入の妨げとなっている。また、用排水路の
ほとんどが土水路であり、水管理や維持管理に多大な労力を費やしているととも
に、漏水等により、農業用水の確保に支障が生じるなど営農に支障をきたしてい
る。
このため、本事業により区画整理による大区画化や用排水路を整備することで生

産性の高い優良農地を確保するとともに、農業の生産性の向上及び担い手への農地
集積を推進し、本地域の農業競争力の強化を図るものである｡

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

88ha 190戸 1,834百万円 平成30～35年度

主要工事
区画整理 88ha

関連事業 該当なし

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,964百万円 1,490百万円 1.98 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：田上地区土地改良事業計画概要書（滋賀県耕地課作成）





地区別事業概要

農業競争力強化農地整備事業 しもの

事 業 名 農地整備事業 地区名 下野

と す し

関係市町村 佐賀県鳥栖市 事業主体 佐賀県

事業目的 本地区は、佐賀県鳥栖市の南部に位置する標高５～６ｍの穀倉地帯であり、近

年、ばれいしょ、キャベツなどの野菜類は大手企業との契約栽培が行われるな

ど、市街地近郊の立地条件を活かした特色ある農業が展開されている。

地区内は、昭和40～50年代に圃場整備が行われているものの、用排水施設は老

朽化し、道路幅員も狭く、また、地区の５割は暗渠排水が未整備なため湿田状態

にあるなど生産条件が悪く、農地の汎用化、高度利用の阻害要因となっている。

このため、本事業により農道の拡幅や水路、暗渠排水等の整備を一体的に行い、

担い手への農地利用集積を促進するとともに、大型機械の導入により営農の効率化

を図り、生産性の高い安定した農業経営を確立し、本地域の農業の競争力強化を図

るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

128ha 259戸 1,375百万円 平成30～35年度

主要工事 暗渠排水 128ha
用排水路 16km
農道 13km

関連事業 該当なし

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,224百万円 1,694百万円 1.31 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：下野地区土地改良事業計画概要書（佐賀県農林水産部農地整備課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化農地整備事業（農地整備事業）　下野地区

下野地区
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